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【発表要旨】 

京都府左京区一乗寺の狸谷山不動院には現在 300 体を超える「信楽タヌキ」が配置されている。これらは参拝者

によって寺院に無許可で置かれたものであるが、寺院側はタヌキを撤去することも、反対に大々的にアピールを

することもない。本論文はこうした境内の場が如何にして形成されてきたのかを明らかにすることを目的に、①

境内の場と②場に関与する人々という二軸に焦点を当て、フィールドワークを中心とした調査・分析を行った。

その結果、境内のタヌキに関与する者として参拝者、寺院、業者の三者が存在すること。境内には寺院の揺れ動

く認識が反映されていること。加えて、「信楽タヌキ」というモノ自体も場の形成に働きかけていることを指摘で

きた。そして、狸谷山不動院という場は①参拝者、寺院、業者、そしてモノという四者が複雑に絡み合うことで

作り上げられてきた場であり、②時代と共に絶えず変化する四者の関係性を常に反映する形で変化し続ける流動

的な場であると結論付けた。 
  

【発表構成】 

1.問題の所在と研究目的 

2.研究対象   

3.分析Ⅰ 寺院の認識の変遷 

4.分析Ⅱ 境内の「信楽タヌキ」  

5.まとめと考察    

6.結論  
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 <画像出典> 

図 1 狸谷山不動院(参拝者の方による模式図を基に発表者作成)  図 2 狸谷山不動院（空撮写真を基に発表者作成） 

図 3,4 2017 年 4 月 15 日 撮影    図 5 国土地理院の電子地図「地理院地図(新版)」(発表者加筆) 

 

 

  

 

 

図 1 1940 年?の境内模式図          図 2 2016 年時点の境内地図 

①狸谷山不動明王(洞窟内) ②寺務所 ③恵比寿天・大黒天堂 ④送り不動尊 ⑤コンガラ石像・セイタカ石像  

⑥弘法大師 ⑦三社明神堂(図 4 では「折木・玉姫・清隆明神」) ⑧不動の滝 ⑨本殿 ⑩行者坊・祭典具  

⑪ウスサマ明王 ⑫お手水舎 ⑬修験道火渡り道場(図 4「谷」の位置)  ⑭五つ子地蔵 ⑮赤ちゃん地蔵群 



表 1 狸谷山不動院の年表 

   

  

図 3 「信楽タヌキ」分布の一例(狸谷 A) 図 4 「信楽タヌキ」分布の一例(狸谷 D3) 
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図5 境内地形図と「信楽タヌキ」の分布

図9 狸谷D分布図(2017年10月15日)

●：小さい ○：大きい

◎：小さい+古い ◎:大きい＋古い

★:「山伏タヌキ」

△：人・動物の像 □：その他

表 2 各地点の特徴・現在の状況まとめ

 40cm以上のタヌキは狸谷A,Dのみで見られたた
め、40cmを境に「大きい」「小さい」と分けた

 形態的特徴から1950年代を区切りとし「古い」
「新しい」に二分

場所
付随する建造物

の造立年
数 特徴

入口 1979 158

・参拝道の入口。駐車場が隣接。かつては池だった

・「背の順」に配置。「小さいタヌキ」は移動されやすい

・10cm~1m。4地点では比較的「大きいタヌキ」の数が多い

七福神像 1992 13
・七福神の石像に紛れ込む形で配置。

・「新しいタヌキ」のみ。七福神の焼き物も確認

階段横広場 不明 4 ・「新しいタヌキ」のみ。元々は用途のない広場

D1
三社明神堂

(正面)

・入口から階段を200段上った先、現存する最古の建造物

・玉垣に沿って配置。構造上ほとんどが「小さいタヌキ」。

・2016年に置かれたタヌキも分布

D2 お堂下 ・タヌキよりもそれ以外の置物(七福神像や地蔵)の数が多い。

D3
三社明神堂

(裏側)

・2011年以降にD4に置かれていたタヌキの多くがここに移動。

・寺院による掃除で、多くのタヌキが土埃を被り埋もれている

・比較的「大きいタヌキ」が多く、85cm程度のタヌキも。

② 道中階段 (2011~) 6 ・寺院が狸谷A~Dのタヌキを拝借。階段の段数を示す

③ 交通安全祈祷殿手前 (2017~) 2 ・2017年8月以降から分布。現状最も新しい分布地点

地点

①

1937 161

その他

A

B

C

D

~55m ~60m ~65cm ~70cm ~75cm ~80cm ~85cm ~90cm ~95cm ~100cm 合計

4 3 2 3 1 0 0 2 1 1 17

1 1 1 0 1 0 1 0 0 0 5

5 4 3 3 2 0 1 2 1 1 22

A

D3

合計

表3 各地点における「信楽タヌキ」の大きさ毎の個体数

~20cm ~30cm ~40cm ~50cm 50cm~ 不明 合計

45 48 27 15 17 6 158

7 0 2 0 0 0 13

1 2 1 0 0 0 4

D1 44 46 13 3 0 0 106

D2 8 7 5 0 0 0 20

D3 2 7 5 3 5 13 35

107 110 53 21 22 19 336合計

A

B

C

D

表4 50cm以上のタヌキの内訳




